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３ 要  旨 

 黒毛和種では、産肉・種牛能力ともに優れていることが求められ、その改良は高能力牛の選抜による雌牛群の
整備と種雄牛作出により進められている。選抜は、産肉能力では枝肉形質の育種価評価により改良は進んでいる
が、種牛能力の育種価評価法は未だ確立されていない現状にある。そこで、黒毛和種牛群のより一層の改良にむ
け種牛能力では特に繁殖能力の育種価評価を、さらに産肉能力の総合評価や受精卵移植技術を用いた種雄牛の効
率的な作出方法を検討した。 
（１）繁殖能力の育種価推定にあたっては、遺伝的能力をより正確に推定する指標を検討するため、分娩間隔と
産次月齢の遺伝的パラメータを求めた結果、分娩間隔の遺伝率に比べ１～５産次月齢の遺伝率が高くなり、産次
月齢で育種価推定を行う方が遺伝的改良が期待できると示唆された。 
（２）種雄牛の選抜は、枝肉６形質の各育種価を評価しているが、枝肉形質を総合的に評価するとともに、改良
目標にむけ効率的な選抜を行う方法として、枝肉重量、ﾛｰｽ芯面積、脂肪交雑の３形質を用い、３形質の改良目標
を変えた選抜指数式を作成した。また、経済性を重視した場合の選抜式も併せて作成した。その結果、改良目標
を1/2にした選抜指数式が改良に係る世代も早く、改良量も期待できたが、選抜には経済重要度も併せて考慮する
必要があることが明らかとなった。 
（３）高育種価の雌牛を選抜し受精卵移植技術により産子を生産した結果、検定牛として選抜されたことから、
育種価評価による選抜と受精卵移植技術が効率的な種雄牛作出には有効であることが明らかとなった。
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